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はじめに  

 
 
急速に高齢化が進行する社会を迎える中で、壮年者や高齢者自身が積極的に健康づ

くりや健康管理を行うこよにより、寝たきりにならず、健康で快適な生活が送れるよ
うにすることが重要である。  
また、不幸にして体調不良が訪れた場合に備えて、地域の保健・医療・福祉の連携

がとれた情報やケア体制の整備が重要になる。  
このような状況下で、在宅の壮年者や高齢者を支援する情報システムは、保健・医

療・福祉の分野で、在宅健康管理・指導、疾病兆候早期発見、介護者の健康管理、遠
隔医療等、様々な形での情報支援が必要と考えられる。  
更に、今後の技術進歩や市場の成熟により多種多様の情報システムが市場に出現し、

その中から目的に合せて、宅内機器やセンターシステムを自由に選択したくなる時代
が来ると予想される。  
その際、システム導入者が制約なくセンターシステムを構築したり、利用者が目的

や効果、嗜好に応じて宅内機器を自由に選択できる為には、システム間や宅内機器間
等でデータの互換性が保たれる、すなわち標準化が必須となる。  
また、一層の市場の成長を図るためには、この標準化により市場参入が容易になり、

適正な競争の下で、装置の低価格化が進むことが期待される。  

平成 1 3 年 1 月  



 

 4 

 
第１章 在宅ケア支援情報システム  
 
1.1 システムの狙い  
本システムは、壮年者、高齢者、要介護者自身の健康管理を行うことを狙いとしたもの

で、家庭にバイタルセンサと、このデータを送信する通信機器を置き、この機器と自治体
や医療機関のセンター等（以下、単にセンターという）とを通信回線で結び、血圧、脈拍、
心電図等のデータをセンターに送り、センターでは血圧変化や心電図の変化を医師や保健
婦に検出してもらい､健康等に関する適切な指導を受けられるようにしたものである。  
このように、家庭とセンターとをネットワーク化することは、保健分野では、壮年者や

高齢者の健康意識高揚の動機付け、医療分野では、TV 電話等の画像機器と組み合わせた
遠隔医療用の機器として、福祉分野では、要介護者の体調監視、介護者への介護指導や健
康管理等を行うことができる。  
 
1.2 システムの機能  
家庭に設置された端末から、生活状況／健康状態／食事等に関する問診、血圧、脈拍、

心電図、体温、体重、血糖、尿検査、等のデータがセンターに送信され、センターでは住
所、病歴、検診データ、ケア情報、等の個人情報と合せて、健康管理や在宅介護の支援を
行なうことができるようにしたものである。  
更に、本システムは TV 電話等の画像機器を組み合わせて、医師や保健婦が利用者に対

して健康相談、医療相談、食事相談等を行なうことが可能になる。  
このように本システムは、公衆回線やＣＡＴＶ回線を利用して家庭とセンターとを結び、

日常の健康管理だけでなく体調の経過観測や退院後のフォロー等ができるようになり、サ
ービススタッフの負担軽減が図れると同時に、利用者にとっては健康意識の高揚や、健康
不安の解消など、心理的・精神的効果も大いに期待できる。  
 
1.3 システムの概要構成  
システムの概要構成を図 1.１に示す。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１．１ 在宅ケア支援情報システムの概略構成  
 

電話網 /CATV 

宅内制御装置  

バイタルセンサ・  
アダプタ  

TV/TV 電話  

バイタルデータ  

…  

各種バイタルセンサ  

血圧計  体温計  心電計  ホスト・システム  

センター  
（医療機関、福祉施設、等）

利用者宅  
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1.4 システムの用途  
 
１）毎日の健康管理と疾病の早期発見への適用（健常者、介護者等）  

毎日の個人の健康状態、生活活動状態、食事内容等のデータを継続的にセンターに送
信し、保健・医療スタッフにこのデータを常時監視してもらい、在宅健康管理や増進、
疾病の早期発見につなげる。  

２）在宅での健康に関する相談、指導への適用  
健康相談や指導の参考となる個人の血圧、脈拍、心電図等の健康情報を、保健・医療

スタッフに通信回線を通して送信し、保健婦や栄養士がこの健康情報に基づき、食事・
運動等に対する適切な指導が行なえるようにする。  
指導の方法は、ＴＶ電話、パソコン等と併用して、対面で健康に関する問診、相談、

指導等を行なうリアルタイム性を持たせた使い方と、予め測定し、送信しておいた健康
情報により、後に指導を行なうバッチ処理適のものとがある。  

３）在宅看護／介護への適用  
ＴＶ電話、パソコン等と併用し、在宅で患者の看護や介護を行なっている家庭等に対

して医療スタッフが対面で相談・指導を行なえるようになる。  
４）リハビリ指導への適用  

リハビリを行なっている、個人と医師、トレーナ等が、ＴＶ電話、パソコン等を組み
合わせて対面で相談・指導を行なったり、リハビリを行なっている個人の健康状態、生
活活動等のデータを、リアルタイム又はバッチで送信し、リハビリ効果の確認を行なえ
るようになる。  

 
1.5 システムの有効性  
既にこのようなシステムは全国的に利用が始まっており、次々に効果を出しつつある。

その効果を各分野毎に大きく纏めて見ると、  
 

「保健分野では」  
① 壮年者や高齢者住民の日常健康管理を支援することは、健康意識の高揚につな
がり、これによる健康維持が図れる。  

② 壮年・高齢等の地域住民や要介護者の日常健康データチェックは、疾病の予防
や早期発見につながる。  

③ 地域住民の保健教育の徹底に活用できる。  
 

「医療分野では」  
① ＴＶ電話等と組み合わせて、遠隔医療のバイタルデータ検診装置としての利用
が可能となる。  

② 日常健康データの推移を把握することにより、適切な医療相談や健康指導の充
実が図れる。  

③ 通院・退院患者へのきめ細かいアフターケア・システムとして活用できる。  
 

「福祉分野では」  
① 要介護者や介護者の日常の健康状態や生活環境が把握でき、きめ細かい在宅福
祉サービスの充実が図れる。  

② 高齢者との健康・生活相談等のコミュニケーションの充実は、不安解消等の心
理／精神的側面での効果が大きい。  

③ 保健・医療・福祉連携のネットワーク強化が図れる。  
 

等の効果が期待される。  
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一方、既にシステムに加入している利用者にとっては、  
 
① 毎日測定することにより、家庭に居ながらにして自分の体調の変化を知ること
ができる。  

② 保健・福祉センター等で、自分の健康を管理・支援してくれるという安心感が
享受できる。  

③ 毎日利用することにより、健康への関心が高まり、食生活改善等を含め積極的
な健康づくりに役立つ。  

④ メッセージ機能、月間管理レポート等を利用することにより、きめ細かい助言
を受けることができる。  

 
等の導入効果が次々とでている。  
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第２章 在宅ケア支援情報システムでの標準化点  

 
 

2.1 システム構成と標準化可能点  
システム構成方法はその用途より色々考えられるが、ここに標準的なシステム構成

と標準化可能点を、図 2.1 に示す。  
 
←――――――――――「利用者宅」――――――――→  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
←―「センター」―→                                ←「他の医療機関等」→  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２．１ 標準的なシステム構成と標準化可能点  
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バイタルセンサ  

 
（血圧、脈拍、心
電図、等）  
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（画像・表示、  
    記憶、音声等） 

通信回線  
 

（公衆回線、  
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TV/MCA-C、  
等）  

ホスト・システム  
 
 
(ﾃﾞｰﾀ管理､ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、
保健指導、食事指導等）
(ﾚﾎﾟｰﾄ出力､ﾃﾞｰﾀ配信、

等）  

通信回線  
 
（公衆回線、  

ISDN、  
CATV/MCA-C、

LAN、等）  

サブ・ホスト・システム  
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④ ④
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2.2 各接続点の検討と今回の標準化作業点  
１）①の接続点は、各社で独自に販売しているバイタルイセンサで測定したデータを
個々にバイタルセンサ・アダプタ又は直接宅内制御装置に転送するもので、この点で
の標準化は、血圧、体温、等、単一の測定結果のみの転送でよいので、標準化が容易
であり将来の発展性が期待できるが、測定者識別機能を各々のバイタルセンサに持た
せる場合、操作が煩雑になると同時に測定機器の価格が上昇することが考えられる。 

２）②の接続点は、バイタルセンサ・アダプタで吸上げた測定データを標準仕様に合せ
て整理し宅内制御装置に出力しようとするもので、標準化点としては比較的纏まって
いる。  

３）③の接続点は、宅内制御装置から回線にデータを出力する接合点で、システム的に
は一番纏まった点であり、サービスを固定化すれば標準化点としては理想的であると
同時に、利用者にとって、端末機器の選択性（操作、価格、等）が広がると考えられ
る。  
しかし、システムの用途によりサービスの内容が異なる場合が多いので、汎用的に

しようとすると標準化項目が複雑になると同時に、冗長性のあるデータ形式にせざる
を得なくなる。  

４）④の接続点は、ホスト・システムで収集したデータを、他のシステム又は他の医療
機関等に転送しようとする点で、システム的には一番纏まった点である。  
例えば、地域毎にサービスが固定化された既存システム間の接続や、新システムと

の接続等が簡単に出来るようになる。  
この切り分け点は、①～③の点いずれかを標準化点として選択したとしても、この

④の接続点での標準化は、将来の為に考えておく必要がある。  
 

本項では、在宅ケア支援情報システムにおける標準化作業点として各社からの要求が強
かった、バイタルセンサ・アダプタと宅内制御装置との接続点②とし、標準化項目、デー
タ形式の決定等の作業を行った。  
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第３章 バイタル・データの転送に関する必要条件  

 
3.1 システムとしての必要条件  

システム全体の中で、家庭からセンターへ送られるバイタル・データの転送は、以
下の条件が必要になる。  
１）バイタル・データは、以下の送信形態がある。  
・ 日々収集した健康情報、生活活動情報、食事情報を指定した時間にバッチ処理
でセンターに送信できること。  

・ 測定中の血圧、心電図等のバイタル・データを、バッチ又はリアルタイムでも
センターに送信できること。  

・ 個人の健康状態により、センターに送信する情報の種類が選択できること。  
２）通信されたバイタル・データは誰のデータであるかの識別手段を備えているこ
と。  

３）プライバシー保護のため、データの機密性を保持すること。  
４）通信障害等が発生したとき、入力された情報が保持されること。  
 

  3.2 バイタルセンサ・アダプタと宅内制御装置間通信の必要条件  
標準化を行うバイタルセンサアダプタと宅内制御装置間には、以下の条件が必要と
なる。  
１）バイタルセンサで測定している測定値に、個人識別コードや測定日時、測定部
位など運用によって付加情報が必要になる。  
通信仕様は、通信内容が自由に設定でき、拡張性のある電文形式であること。  

２）バイタルセンサで測定している血圧や心電図、脈波などの測定値を、リアルタ
イムでバイタルセンサ・アダプタから宅内制御装置に送信できる通信速度、電文
形式であること。  

３）個人の健康状態により、健康、食事、生活活動に関する情報など選択する場合
が多いため、個人毎にフレキシブルに対応できる電文形式であること。  

４）健康情報は、体重などの一つのデータから心電図といった膨大な量のデータま
で、項目により情報量は大きく変わる。どのような項目でも効率よく通信できる
仕様であること。  

５）問診やコメントなどの文字情報が通信できる仕様であること。  
６）バイタルセンサとしては、現在、健康管理に使用されている機器から、在宅介
護、看護に使用されている機器を範囲として、通信仕様を作成する。  
ただし、将来機器が増えても対応できるような仕様であること。  

７）バイタルセンサ・アダプタと宅内制御装置は、システムメーカ製品と計測器メ
ーカ製品の接点である場合が多いことが想定されるため、通信プロトコルおよび
電文形式はシンプルな仕様であること。  
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3.3  通信する情報の一覧  

 通信情報の一覧を示す。この情報は、現状、家庭内で測定および入力されると
思われる一般的な情報に限定する。  
 
上り（バイタルセンサアダプタ → 宅内制御装置）  

情 報  
健康情報  
  血圧  
  体温  
  脈拍数  
  体重  
  心電図  
  血糖  
  体脂肪量（体脂肪率）  
   動脈血中酸素飽和度  
  脈波  
  身長  
  歩数  
  呼吸数  
  心音  

尿測定情報  
尿糖  
尿蛋白  
尿潜血  
ウロビリノーゲン  
ｐＨ  
ビリルビン  
ケトン体  
亜硝酸塩  

問診情報  
  問診結果  
その他の情報  
  個人識別コード  
  測定日時  
  メーカ名  
  測定エラー情報  
  分解能  
  サンプリング情報  
  サンプリング数  
  コメント  

（在宅の使用者が医療スタッフに伝えたい文字情報）  
バージョン情報  
メーカ個別情報  

 



 

 11 

 
下り（宅内制御装置 → バイタルセンサアダプタ）  

情 報  
情報の要求・問合せ  

健康情報、問診情報、通信バージョン仕様等の上り情報
を要求するための情報  
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第4章 データ通信仕様  

 本通信仕様は、物理層については限定せずデータリンク層以上の通信仕様につ
いて定義する。  
 

4.1 通信手順  
通信手順は、シンプルで従来広く普及しているベーシック手順準拠とする。  
本手順によって通信を行う電文には、宅内制御装置からバイタルセンサアダプ
タへ通信する「下り電文」と、バイタルセンサアダプタから宅内制御装置へ通信
する「上り電文」に大別される。  

 
１）下り電文  

宅内制御装置からバイタルセンサアダプタに送信される電文であり、宅内
制御装置がバイタルセンサアダプタに対して、各種の要求・問合せ、設定、
制御を行うための電文である。要求内容、設定情報、制御情報を一つの電文
に割り当てて送信する。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.1-1 下り電文の通信手順  
 

２）上り電文  
バイタルセンサアダプタから測定値や文字情報などを宅内制御装置に通信

するための電文（以降、情報電文と記述する）や、下り電文を受けて処理し
た結果の状態などを、処理結果として応答を返す電文（以降、応答電文と記
述する）に分けられる。  
なお、宅内制御装置からの下り電文を受けてバイタルサインなどの情報を

送信する場合は、要求に対する応答という形式で送信される。  
以下に、応答電文及び情報電文の通信手順を示す。  

－応答電文－  
下り電文を受けて何らかの処理をした結果、その成功、失敗、B U S Y

などを処 理結果と して通知 するため の電文で ある。処 理結果を一 つの
電文に割り当てて送信する。  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 .1 -2   上り電文（応答電文）の通信手順  
 

宅内制御
装置  

バイタル
センサア
ダプタ

Ｅ
Ｎ
Ｑ

Ａ
Ｃ
Ｋ

Ｓ
Ｔ
Ｘ

 
電文  

Ｅ
Ｔ
Ｘ

Ａ
Ｃ
Ｋ

Ｅ
Ｏ
Ｔ

Ａ
Ｃ
Ｋ

宅内制御
装置  

Ａ
Ｃ
Ｋ

Ａ
Ｃ
Ｋ

バイタル
センサア
ダプタ  

Ｅ
Ｎ
Ｑ

Ｓ
Ｔ
Ｘ

 
電文  

Ｅ
Ｔ
Ｘ

Ｅ
Ｏ
Ｔ

Ａ
Ｃ
Ｋ



 

 13 

 
－情報電文－  
バ イ タ ル セ ン サ ア ダ プ タ が 保 持 し て い る 各 種 の 測 定 値 や 文 字 情 報 な

どを送信する電文である。一つ以上の測定値や文字情報などに対して、
１つの電文を割り当てて送信する。  
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

図 4 .1 -3 上 り 電文（情報電文）の通信手順  
 

 通 信 する測定値が心電図データなど大量になるときには、図 4 . 1 -4 に示
すように、電文を複数のブロックに分割して送信する。このとき、分割し
たブロックの最後に、引き続きブロックがあるときには“ＥＴＢ”を、ブ
ロックがないときには“ＥＴＸ”を設定する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 .1 -4 通 信 データが大量になるときの通信手順  
 

（特記事項）  
・宅内制御装置とバイタルセンサアダプタのＥＮＱの同時発行について  

宅内 制御 装置 とバ イタ ルセ ンサ アダ プタ から ＥＮ Ｑが 同時 に発 行さ
れた場合は、宅内制御装置側の E N Q を優先とする。

Ａ
Ｃ
Ｋ

Ａ
Ｃ
Ｋ

Ａ
Ｃ
Ｋ

Ａ
Ｃ
Ｋ

Ａ
Ｃ
Ｋ

宅内制御
装置  

電文（測定値１）  

Ｓ
Ｔ
Ｘ

 
ブ ロ ッ
ク  

Ｅ
Ｔ
Ｂ

Ｅ
Ｎ
Ｑ

 
・・・ 

Ｅ
Ｏ
Ｔ

バイタル
センサ  
アダプタ  

一 つ 以 上
の測定値  

宅内制御
装置  

Ａ
Ｃ
Ｋ

Ａ
Ｃ
Ｋ

Ａ
Ｃ
Ｋ

Ａ
Ｃ
Ｋ

バイタル
センサ  
アダプタ  

Ｅ
Ｎ
Ｑ

 
・・・ 

Ｅ
Ｏ
Ｔ

一 つ 以 上
の測定値  

Ｓ
Ｔ
Ｘ

 
ブ ロ ッ
ク  

Ｅ
Ｔ
Ｂ

Ｓ
Ｔ
Ｘ

 
ブ ロ ッ
ク  

Ｅ
Ｔ
Ｂ

Ｓ
Ｔ
Ｘ

 
電文  

Ｅ
Ｔ
Ｘ

Ｓ
Ｔ
Ｘ

 
電文  

Ｅ
Ｔ
Ｘ
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4.2  通信情報      

 上り電文、下り電文は表 4.2-1 のように分類される。  
 

表 4.2-1 電文の種類と通信する情報  
電文の区分  電文の種類  電文の内容・目的  

下り電文  要求・問合せ電文  バイタルセンサアダプタに測定値
や文字情報の要求・問合せを行う。  

応答電文  下 り 電 文 を 受 け て 何 ら か の 処 理
を し た 結 果 、 そ の 成 功 、 失 敗 、
B U SY な ど の 処 理 結 果 を 通 知 す
る。  

上り電文  

情報電文  測定値、文字情報などを通信する。  
 
各々の電文の通信情報について以下に述べる。  
 

4.2.1 下りの通信情報  
 

a)要求・問合せ電文の通信情報  
 
要求・問合せ電文は、バイタルセンサアダプタが保持している測定値、文字情報、

バージョン情報、メーカ個別情報などを要求するための電文である。具体的には、表
4.2-3 で規定されている情報の中から必要なものを要求・問合せ項目として送信する。 

 
 

4.2.2 上りの通信情報  
 

a)応答電文の通信情報  
応答電文は、下り電文を受けて何らかの処理をした結果、その成功、失敗、

B U SY な ど の 処 理 結 果 を 通 知 す る た め の 電 文 で あ る 。 通 信 情 報 と し て は 、表
4 . 2 -2 に示すものがある。  
なお、要求・問合せ電文を受けて情報電文を送信する場合は、本電文の送信
は不要である。  

 
表 4 .2 -2 応答電文の通信情報  

種類  説明  
データなし  要 求 さ れ たデ ー タ は 存 在 し ない 。 又 は バ イ タ ルセ

ンサーなし  
何らかの異常発
生  

何 ら か の 異常 が 発 生 し 、 情 報を 送 信 す る こ と がで
きない。  

未サポート電文  要求された（下り）電文には対応していない。  
B U SY 他の処理中のため、処理を行うことができない。  
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b )情報電文の通信情報  

 
通信する情報を表 4.2-3 のように大別する。測定値以外の項目は、いろいろな用途
においても効率よく通信できるようにするため省略して送信できる仕様する。なお、
共通項目情報は、『全ての測定項目に必要な情報（測定項目、個人識別コード、測
定日時）』、個別項目情報は、『測定する項目毎に必要な情報（測定部位、測定感
度など）』とする。  

表 4.2-3 情報電文の通信情報  
区分  伝送情報  説明  必須／省略可

*1 
共通項目
情報  

個人識別コード  測定したバイタルサインが誰
のデータであるかを示す。  

省略可  

 測定日時  バイタルサインの測定日時を
示す。  

省略可  

 メーカ名  測定器のメーカ名を示す。  省略可  
測定値  測定値  

測定項目  
バイタルサインの場合、測定項
目と測定値を示す。  
波形データの場合、測定項目と
サンプリング測定項目を示す。 

必須  

個別項目
情報  

装置の状態（測
定エラー情報）  

バイタルセンサの正常、異常な
どの状態を示す。  

省略可  

 測定部位（チャ
ネル名称）  

測定部位を示す。  省略可  

 分 解 能  データの分解能を示す。  必須 *2 
 サンプリング情

報  
データのサンプリング間隔お
よび圧縮方法を示す。  

必須 *2 

 サンプリング数  データのサンプリング総数を
示す。  

必須 *2 

文字情報  問診結果  問診の結果を示す。  省略可  
 コメント  バイタルセンサで入力された

コメントを示す。  
省略可  

通信情報  ブロック通番  ブロックの通し番号。  
通信障害で通信データが消失
したときの検出に用いる。  

省略可  

バージョ
ン情報  

通信仕様バージ
ョン情報  

通信仕様のバージョン情報を
示す。  

省略可  

メーカ  
個別情報  

メーカ個別情報  メーカの個別情報。  
フォーマットはメーカ独自で
定める。  

省略可  

＊ 1. バイタルセンサアダプア主導で送信する場合（下り電文による要求による応
答電文ではない場合）  

＊ 2. 波形データがある場合。  
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4.3 電文形式  

  
電文形式を下記に示す。 
 
a.下り電文及び上り電文（応答電文）の形式 
 

S  E B 
T レコード T C 
X  X C 
 電文   

 
レコード：アプリケーションで処理する最小単位で、２０バイト固定とする。 
電文：１レコード／電文とする。 
STX,ETX :制御コード 
BCC   :通信誤り検出用のコード（電文のみの XOR） 
 

図 4.3-1 下り電文及び上り電文（応答電文）の形式 
 

b.情報電文の形式 
 

情報電文の場合は、 1 つ以上のデータを 1 電文で送信する。共通項目情報、
個別項目情報、測定値の並びは順不同とする。但し、波形データは一つの電文
内で 1 つのみとする。 

 
共通項目情報  個別項目情報  測定値  Ｓ  

Ｔ  
Ｘ  

ﾚｺｰﾄﾞ  …  ﾚｺｰﾄﾞ  …  ﾚｺｰﾄﾞ  

 測定値１  
 
 

共通項目情報  個別項目情報  測定値  
ﾚｺｰﾄﾞ  …  ﾚｺｰﾄﾞ   …  

 
測定値 3～  

Ｅ  
Ｔ  
Ｘ  

Ｂ  
Ｃ  
Ｃ  

測定値２   
 
 
 
 
レコード：アプリケーションで処理する最小単位で、２０バイト固定とする。 
測定値ｎ：測定された結果。１レコードで伝送できないときは、複数レコード

で伝送する。 
なお、問診結果やコメントなどの文字情報、バージョン情報、メー
カ個別情報などの測定値以外の情報を伝送するときは、各々１レコ
ードで送信する。１レコードで伝送できないときは、複数レコード
で伝送する。 

STX,ETX :制御コード 
BCC   :通信誤り検出用のコード（電文のみの XOR） 
 

図 4.3-2 情報電文の形式 

電文  
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 なお、測定値が大量で複数のブロックに分割して通信するときには、図 4.3-3
に示す電文形式で通信する。 

共通項目情報  個別項目情報  測定値  通信情報  Ｓ
Ｔ
Ｘ  

ﾚｺｰﾄﾞ  …  ﾚｺｰﾄﾞ  …  ﾚｺｰﾄﾞ  …  ﾚｺｰﾄﾞ  
 

Ｅ
Ｔ
Ｂ  

Ｂ
Ｃ
Ｃ  

測定値  通信情報  Ｓ
Ｔ
Ｘ  

ﾚｺｰﾄﾞ  ……  ﾚｺｰﾄﾞ  
 

Ｅ
Ｔ
Ｂ  

Ｂ
Ｃ
Ｃ  

測定値  通信情報  Ｓ
Ｔ
Ｘ  

ﾚｺｰﾄﾞ  ……  ﾚｺｰﾄﾞ  
 

Ｅ
Ｔ
Ｂ  

Ｂ
Ｃ
Ｃ  

                ・・・・・  
測定値  通信情報  Ｓ

Ｔ
Ｘ  

ﾚｺｰﾄﾞ  ……  
 

ﾚｺｰﾄﾞ  
 

Ｅ
Ｔ
Ｘ  

Ｂ
Ｃ
Ｃ  

 
 
 
図 4.3-3 複数のブロックに分割して通信するときの電文形式 
 

電文  
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4.4 レコードの形式  

レコードの形式は、次の２種類に大別される。 
・制御系 
・データ系 
 

4.4.1 制御系  
ヘッダ部（２バイト）、項目 ID（３バイト）及びパラメタ域（１５バイト）で

構成される２０バイト固定のレコードである。下り電文及び下り電文に対する応答
電文などが本形式である。 
設定するデータは、全てテキスト形式とする。 
なお、ヘッダ部の先頭１文字の A～J 及び R は JAHIS のリザーブとし、その他の

文字で始まる場合はメーカ固有とする。 
 

ヘッダ部 項目ＩＤ パラメタ域 
２バイト ３バイト １５バイト 

 
 

4.4.2 データ系  
 ヘッダ部（２バイト）及びデータ部（１８バイト）で構成される２０バイト固
定のレコードである。測定値などを伝送するときの情報電文が本形式である。  
ヘッダ部は、データ部で通信する情報の種類を、データ部は通信する情報を設

定する。  
設定するデータは、テキスト形式とバイナリ形式の 2 種類がある。但し、バイ

ナリ形式は波形データに限定される。  
 
（波形データ以外）  

ヘッダ部  データ部  
２バイト  １８バイト  

 
（波形データ）  

ヘッダ部  データ部  
２バイト  ２０バイトの正数倍―２バイト  

（補足説明）  
詳細は、「 6.2.3 測定値」の「 19)波形データ」を参照されたい。  
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第 5 章   下り電文フォーマット  

通信する情報ごとに、下り電文フォーマットの詳細を示す。  
 
レコード形式は「制御系」である。電文を構成するレコードの形式を示す。  
 

 ヘッダ部 項目ＩＤ パラメタ域 
内容 “C０” “０ｘｘ” □□□（残りはスペース） 

又は 
全て NULL コード 

バイト数 ２バイト ３バイト １５バイト 
 

a)ヘッダ部 
要求・問合わせ系電文であることを示す「C０」を設定する。 

 
b)項目 ID 

先頭１文字は「０」を設定する。ｘｘは、要求するデータに対応する情報電文
のヘッダ部の値を設定する。規定されているデータを表 5.1-1 に示す。 
 

表 5.1-1 情報電文の種類とヘッダ部の値 
区分 通信情報 上り電文のヘッダ 

個人識別コード Ｍ０ 
測定日時 Ｍ１ 

共通項目情報 

メーカ名 Ｍ２ 
測定値 測定値、測定項目 Ｄ０ 

装置の状態（測定エラー
情報） 

Ｓ０ 

測定部位 Ｓ１ 
分解能 Ｓ２ 
サンプリング情報 Ｓ３ 

個別項目情報 

サンプリング数 Ｓ４ 
問診結果 Ｃ０ 文字情報 
コメント Ｃ１ 

バージョン情報 通信仕様バージョン Ｖ０ 
メーカ個別情報 メーカ個別情報 Ｚ０ 

（例１）通信バージョン仕様を要求するときの項目 ID：“０Ｖ０” 
（例２）測定値を要求するときの項目 ID            ：“０Ｄ０” 

 
（例外規定） 
バイタルセンサアダプタが保持している情報の全てを要求するときは、“Ｆ

ＦＦ”を設定する。この要求があった場合、バイタルセンサアダプタは情報電
文として規定されているデータのうち、送信可能なものをすべて送信する。 
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c)パラメタ域 
要求するデータのパラメタを設定する領域である。測定値（バイタルサイン）の
要求に対してのパラメタ値が対象になる。その他の要求・問合せの場合は、１５
バイトすべてに NULL コードを設定する。 
 

① 測定値の要求 
バイタルサインを要求するときは、規定の測定項目コードを項目 ID に設定する。
測定項目コードについては、「6.2.3 測定値」を参照されたい。 
 
ヘッダ 項目 ID パラメタ域 

“C０” “０Ｄ０” 
 

“ｙｙｙ” 
  ↑測定項目コード（残りはスペース） 

 
例１）血圧を要求するときの電文 

ヘッダ 項目 ID パラメタ域 
“C０” “０Ｄ０” “０００” 

  ↑血圧のコード（残りはスペース） 
 
例２）心電図を要求するときの電文 

ヘッダ 項目 ID パラメタ域 
“C０” “０Ｄ０”  “８１０” 

  ↑心電図のコード（残りはスペース） 
 
 
なお、全測定値を要求する場合は、パラメタ域に“ＦＦＦ”を設定する。 

―全測定値の要求― 
ヘッダ 項目ＩＤ パラメタ域 

“C０” “０Ｄ０” “ＦＦＦ”（残りはスペース） 
 
 

②  測定値以外を要求する場合 
ヘッダ 項目ＩＤ パラメタ域 

“C０” “０ｘｘ” １５バイト NULL コード 
 

例１）通信仕様バージョン情報を要求するときの電文 
ヘッダ 項目 ID パラメタ域 

“C０” “０V０” １５バイト NULL コード 
 
例２）問診結果を要求するときの電文 

ヘッダ 項目 ID パラメタ域 
“C０” “０C０”  １５バイト NULL コード 
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第６章 上り電文フォーマット  
バイタルセンサアダプタから宅内制御装置に伝送する電文の詳細フォーマットで
ある。  
 

6.1 応答電文フォーマット  
レコード形式は「制御系」である。電文を構成するレコードの形式を示す。 
 

 ヘッダ部 項目ＩＤ パラメタ域 
内容 “R０” □□□ □□・・ 

バイト数 ２バイト ３バイト １５バイト 
 

a)ヘッダ部 
応答電文であることを示す「R０」を設定する。 

 
b)項目 ID 

どの下り電文（要求・問合せ電文）に対する応答であるかを識別するため、下
り電文の「項目 ID」域の値をそのまま設定する。 

 
ｃ）パラメタ域 

表 6.1-1 に示す応答内容を設定する。 
 

表 6.1-1 パラメタ域設定値 
設定値 意 味  詳 細説明  

“００１” デ ータなし  要 求されたデータは存在しない。
又はバイタルセンサーなし。  

“ ０１０”  何 らかの異常発生  何 らかの異常が発生し、情報を送
信することができない。  

“ ０２０”  BUSY 他 の 処理中のため、処理を行うこ
とができない。  

“ ９９９”  未 サポート電文  要 求された（下り）電文には対応
していない。  
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6.2 情報電文フォーマット  
 

 レコード形式は「データ系」である。ヘッダ部は、データ部で通信する情報の
種類を、データ部は通信する情報を設定する。  
設定するデータは、通信の情報量は多くなるが処理のし易さを考慮し、テキス
ト形式とする。ただし、波形データについては、テキスト形式とバイナリ形式の
いずれかの形式（「 6.2.2 個別項目情報」の「 4)サンプリング情報」で定義する）
とする。  

 
ヘッダ部  データ部  
２バイト  １８バイト  

 
 

 通信する情報とヘッダ部に設定する内容の対応を表 4-4-1 に示す。   
区分  通信情報  ヘッダ部設定  

共通項目情報  個人識別コード  Ｍ０  
 測定日時  Ｍ１  
 メーカ名  Ｍ２  
測定値  測定値、測定項目  Ｄ０  
個別項目情報  装置の状態（測定エ

ラー情報）  
Ｓ０  

 測定部位  Ｓ１  
 分解能  Ｓ２  
 サンプリング情報  Ｓ３  
 サンプリング数  Ｓ４  
文字情報  問診結果  Ｃ０  
 コメント  Ｃ１  
通信情報  ブロック番号  Ｂ０  
バージョン情
報  

通信仕様バージョン
情報  

Ｖ０  

メーカ  
個別情報  

メーカ個別情報  Ｚ０  

 
 
6.2.1 共通項目情報    

 
共通項目である個人識別コード、測定日時、メーカ名の電文フォーマットを示す。  
 
１）個人識別コード  
 

 ヘッダ部  個人識別コード  予約領域  
内容  “Ｍ０ ” 

 
□□・・・□  □・・・□  

（全て NULL コード）  
バイト数  ２バイト  １５バイト  ３バイト  
 
 個人識別コードには、個人識別のためのコードをキャラクタ表示で設定する。
１５バイト使用しないときは、左詰めにして残りをスペース（ 20h）で埋める。 
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２）測定日時  
 

 ヘッダ部  測定日時  予約領域  
内容  “Ｍ１ ” □□□□  □□  □□  □□  □□  □

□  
   年   月    日  時    分    秒  

□ …□  
（全て NULL コード）  

バイト数  ２バイト  １４バイト  ４バイト  
 
 測定日時には、バイタルサインを測定した測定日時をキャラクタ表示で設定
する。値が１０に満たない場合には、１０の位のデータは、“0”（ 30h）とする。
また、どれかの項目を設定しない（年月日だけ、あるいは時分だけのときなど）
場合はスペースを設定する。  
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３）メーカ名  
   

 ヘッダ部  メーカ名  
内容  “Ｍ２ ” □□・・・□  

バイト数  ２バイト  １８バイト  
 
 メーカ名には、バイタルセンサを測定した装置のメーカ（測定機種コードも可）
をキャラクタ表示で設定する。１８バイト使用しないときは、左詰にして残りは
スペースを設定する。  
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6.2.2 個別項目情報  
 

個別項目情報としては、測定エラー情報、測定部位、測定感度、解析結果、サン
プリング間隔、誘導が挙げられる。  

 
１）装置の状態（測定エラー情報）  
 

 ヘッダ部  測定項目  測定エラー情報  予約領域  
内容  “Ｓ０ ” □□□  □□□    □□・・  

（全て NULL コード） 
バイト数  ２バイト  ３バイト  ３バイト  １２バイト  

 
 測定項目は、３桁とし下記のようなグループ分けを行う。コードは“０～９”
および“Ａ～Ｚ”を使用する。  

尿関係の測定項目     ・・・・・“２００”～“２ＺＺ”  
血液関係の測定項目    ・・・・・“３００”～“３ＺＺ”  
波形データで取扱う項目  ・・・・・“８００”～“８ＺＺ”  
問診関係の項目      ・・・・・“９００”～“９ＺＺ”  
上記以外の測定項目    ・・・・・“０００”～“１ＺＺ”  

 
 具体的に、下記のコードを設定する。下１桁は今後の拡張用とし、今回は全て
“０”とする。  

“０００”・・・・・血圧  
“０１０”・・・・・体温  
“０２０”・・・・・脈拍数  
“０３０”・・・・・体重  
“０４０”・・・・・体脂肪量  
“０５０”・・・・・身長  
“０６０”・・・・・歩数  
“０７０”・・・・・呼吸数  
“０８０”・・・・・動脈血中酸素飽和度  
“２００”・・・・・尿糖  
“２１０”・・・・・尿蛋白  
“２２０”・・・・・尿潜血  
“２３０”・・・・・ウロビリノーゲン  
“２４０”・・・・・ｐＨ  
“２５０”・・・・・ビリルビン  
“２６０”・・・・・ケトン体  
“２７０”・・・・・亜硝酸塩  
“３１０”・・・・・血糖  
“８００”・・・・・脈波  
“８１０”・・・・・心電図  
“８２０”・・・・・心音  
“９００”・・・・・問診結果  
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 測定エラー情報の設定内容を以下に規定する。  

“０１１”…・・血圧計      ：再測定（加圧不足）  
“０１２”…・・血圧計      ：再測定（体動あり）  
“０１３”…・・血圧計      ：再測定（不整脈あり）  
“０１４”…・・血圧計      ：測定不能  
“０２１”…・・動脈血中酸素飽和度：信号とれず  
“０２２”…・・動脈血中酸素飽和度：センサはずれ  
“０３１”…・・体温       ：センサー異常  
“０３２”…・・体温       ：センサーはずれ  
“０４１”…・・心電図      ：電極はずれ  

 
２）測定部位（チャネル名称）  
 

 ヘ ッ ダ 部  測 定 項 目  ﾁ ｬ ﾝ ﾈ ﾙ  
番 号  

測 定 部 位  

内 容  “Ｓ １ ”  □ □ □  □    □ □ ・ ・ ・ □  
バ イ ト 数  ２ バ イ ト  ３ バ イ ト  １ バ イ ト  １ ４ バ イ ト  

 
   チャンネル番号は、“１”～“９”のキャラクタ表示とする。  

測定部位は、チャンネル名称をアスキーとシフトＪＩＳ漢字とを混在可能な文字列
として設定する。  

 
３）分解能  

 
 ヘ ッ ダ 部  測 定 項 目  ﾁ ｬ ﾝ ﾈ ﾙ  

番 号  
振 幅 方 向  
単 位  

分 解 能  予 約 領 域  

内 容  “Ｓ ２ ”  □ □ □  □  □  □ □ □ □
□  

全て NULL コ
ド 

バ イ ト 数  ２ バ イ ト  ３ バ イ ト  １ バ イ ト  １ バ イ ト  ５ バ イ ト  ８ バ イ ト  
 
   チャンネル番号は、“１”～“９”のキャラクタ表示とする。  
   振幅方向単位には、以下の単位に対応した数値をキャラクタ表示で設定する。  
   例えば、心電図の場合  μＶ → １  
               ｍＶ → ２  
                Ｖ → ３  

分解能には、分解能の値をキャラクタ表示で示す。例えば、分解能が５００μＶで
あれば、上記の振幅方向単位部分には“１”を、分解能部分には“００５００”を
設定する。  
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 ４）サンプリング情報  
 

 ヘ ッ ダ 部  測 定 項 目  ﾁ ｬ ﾝ ﾈ ﾙ  
数  

ｻ ﾝ ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ  
単 位  

ｻ ﾝ ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ  
間 隔  

内 容  
 

“Ｓ ３ ”  □ □ □  □  □  □ □ □ □  

バ イ ト 数  ２ バ イ ト  ３ バ イ ト  １ バ イ
ト  

１ バ イ ト  ４ バ イ ト  

 
デ ー タ  
形 式  

圧 縮 前 ﾃ ﾞ ｰ ﾀ  
ビ ッ ト 数  

圧 縮 方 法  圧 縮  
付 帯 情 報  

レコード  
サイズ  

□  □  □  □ □ □  □ □ □  
 

１ バ イ ト  １ バ イ ト  １ バ イ ト  ３ バ イ ト  ３ バ イ ト  
 

チャンネル数は、“１”～“９”のキャラクタ表示とする。  
サンプリング単位には、以下の単位に対応した数値をキャラクタ表示で設定する。 

μｓ → １  
ｍｓ → ２  
ｓ → ３  
Ｈｚ → ４  
ｋＨｚ → ５  

サンプリング間隔には、サンプリング間隔の値をキャラクタ表示で示す。例えば、
サンプリング間隔が２５０ｍｓであれば、上記のサンプリング単位部分には“２”
を、サンプリング間隔部分には“０２５０”を設定する。  
データ形式には、以下の形式に対応した数値をキャラクタ表示で設定する。  

ＡＳＣＩＩ形式 → １  
バイナリ形式 → ２  

ＡＳＣＩＩ形式とは、４ビットごとの１６進表記を“０”～“Ｆ”のキャラクタ
で表現したものである。例えば、サンプリング値が２６の場合は１６進表記で１Ａ
Ｈである。この１ＡＨを４ビットごとにキャラクタ表示させた“１Ａ”（ 31H､41H）
を設定する。  
圧縮前データビット数には、以下のビット数に対応した数値をキャラクタ表

示で設定する。  
 ８ ビ ット  →  １  
１６ビット  →  ２  
２４ビット  →  ３  
３２ビット  →  ４  

圧縮方法には、以下の方法に対応した数値をキャラクタ表示で設定する。  

圧縮なし → １  

１次差分 → ２  

２次差分 → ３  

ハフマン → ４  

圧縮付帯情報には、以下を設定する。  

①  圧縮方法が、圧縮なし、１次差分、２次差分、の場合  

圧縮後のデータビット数を、キャラクタ表示で設定する。例えば、圧縮後
のデータビット数が１６ビットであれば、圧縮付帯情報には“０１６”と設
定する。  

②  圧縮方法が、ハフマン、の場合  

テーブルサイズのバイト数を、キャラクタ表示で設定する。例えば、テー
ブルサイズが１２８バイトであれば、圧縮付帯情報には“１２８”と設定す
る。  
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レコードサイズは、１レコードのバイト数を２０で割った値をキャラクタ
表示で示す。例えば、レコ－ドサイズが推奨値の５００バイトであれば、５
００÷２０＝２５で上記レコードサイズ部分には“０２５“を設定する。  

 ５）サンプリング数  

 

 ヘ ッ ダ 部  測 定 項 目  ｻ ﾝ ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ数  予 約 領 域  

内 容  “Ｓ ４ ”  □ □ □  □ □ □ □ □ □
□ □  

全て NULL コード  

 

バ イ ト
数  

２ バ イ ト  ３ バ イ ト  ８ バ イ ト  ７ バ イ ト  

 

サンプリング数には、サンプリング総数の値をキャラクタ表示で示す。例
えば、値が３００００であれば、上記のサンプリング部分は“０００３００
００”と設定する。  
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6.2.3 測定値  

 
 バイタルサイン通信の詳細フォーマットを示す。  
  
 

 ヘッダ部  測定項目  測定値  予約領域  
内容  

 
“Ｄ０”  □□□  □□□  □□・・  

（全て NULL コード）  
バイト数  ２バイト  ３バイト  ＊バイト  ＊バイト  
＊）予約領域で１レコードが２０バイトになるように調整する。  
 
 測定項目は、３桁とし下記のようなグループ分けを行う。コードは“０～９”
および“Ａ～Ｚ”を使用する。  

尿関係の測定項目     ・・・・・“２００”～“２ＺＺ”  
血液関係の測定項目    ・・・・・“３００”～“３ＺＺ”  
波形データで取扱う項目  ・・・・・“８００”～“８ＺＺ”  
問診関係の項目      ・・・・・“９００”～“９ＺＺ”  
上記以外の測定項目    ・・・・・“０００”～“１ＺＺ”  

 
 具体的に、下記のコードを設定する。下１桁は今後の拡張用とし、今回は全て
“０”とする。  

“０００”・・・・・血圧  
“０１０”・・・・・体温  
“０２０”・・・・・脈拍数  
“０３０”・・・・・体重  
“０４０”・・・・・体脂肪量  
“０５０”・・・・・身長  
“０６０”・・・・・歩数  
“０７０”・・・・・呼吸数  
“０８０”・・・・・動脈血中酸素飽和度  
“２００”・・・・・尿糖  
“２１０”・・・・・尿蛋白  
“２２０”・・・・・尿潜血  
“２３０”・・・・・ウロビリノーゲン  
“２４０”・・・・・ｐＨ  
“２５０”・・・・・ビリルビン  
“２６０”・・・・・ケトン体  
“２７０”・・・・・亜硝酸塩  
“３１０”・・・・・血糖  
“８００”・・・・・脈波  
“８１０”・・・・・心電図  
“８２０”・・・・・心音  
“９００”・・・・・問診結果  
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１）血圧のとき  
 

ヘッダ部  測定項目  血圧   
  最高  最低  脈拍  平均  

予約  
領域  

内容  
 

“Ｄ０ ” “０００”  □□□  □□□  □□□  □□□  全て  
NULL コ
ード  

バイト数  ２ﾊﾞｲﾄ  ３ﾊﾞｲﾄ  ３ﾊﾞｲﾄ  ３ﾊﾞｲﾄ  ３ﾊﾞｲﾄ  ３ﾊﾞｲﾄ  ３ﾊﾞｲﾄ  
 
 血圧の測定値をキャラクタ表示で示す。例えば、測定値が最高血圧＝１３５
ｍｍＨｇ、最低血圧＝６２ｍｍＨｇ、脈拍＝８６拍／分、平均血圧＝８０mmHg
であれば、上記の血圧部分は“１３５０６２０８６０８０”と設定する。  
 

２）体温のとき  
 

 ヘッダ部  測定項目  体温  予約領域  
内容  

 
“Ｄ０ ” “０１０”  □□．□□  全て NULL コ

ード  
バイト数  ２バイト  ３バイト  ４バイト  １１バイト  
 
 体温の測定値をキャラクタ表示で示す。例えば、測定値が３６．５０℃であ
れば、上記の体温部分は“３６５０”（３６．５０）と設定する。  
  小数点以下の桁に“０”を設定するかスペースを設定するかで、測定精度を
示す。例えば測定値が３７℃であっても、測定精度により以下のように設定す
る。  

       小数点以下２桁の測定精度がある  →“３７００”  
       小数点以下１桁の測定精度がある  →“３７０△”  
       小数点以下測定精度がない□□□  →“３７△△”  

ただし△はスペースを示す。  
 

３）脈拍数のとき  
 

 ヘッダ部  測定項目  脈拍数  予約領域  
内容  

 
“Ｄ０ ” “０２０”  □□□  全て NULL コ

ード  
バイト数  ２バイト  ３バイト  ３バイト  １２バイト  
 
 １分あたりの脈拍数の測定値をキャラクタ表示で示す。例えば、測定値が７
０拍／分であれば、上記の脈拍数部分は“０７０”と設定する。  
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４）体重のとき  
 

 ヘッダ部  測定項目  体重  予約領域  
内容  

 
“Ｄ０ ” “０３０”  □□□．□□□  全て NULL コード  

バイト数  ２バイト  ３バイト  ６バイト  ９バイト  
 
 体重の測定値をキャラクタ表示で示す。例えば、測定値が７３．５１０ｋｇ
であれば、上記の体重部分は“０７３５１０”（７３．５１０）と設定する。  
  小数点以下の桁に“０”を設定するかスペースを設定するかで、測定精度を
示す。例えば測定値が７５ｋｇであっても、測定精度により以下のように設定
する。  
       小数点以下３桁の測定精度がある  →“０７５０００”  
       小数点以下２桁の測定精度がある  →“０７５００△”  
       小数点以下１桁の測定精度がある  →“０７５０△△”  
       小数点以下測定精度がない□□□  →“０７５△△△”  

          ただし△はスペースを示す。  
 
５）体脂肪量のとき 
 

 ヘッダ部 測定項目  体脂肪量 体脂肪率 予約領域 
内容 
 

“Ｄ０ ” “０４０”  □□□．□ □□□．□ 全て NULL
コード 

バイト数 ２バイト ３バイト  ４バイト ４バイト ７バイト 
 
 体脂肪量の測定値をキャラクタ表示で示す。例えば、測定値が１３．５ｋｇ、
２１．０％であれば、上記の体脂肪量部分は“０１３５０２１０”（１３．５、
２１．０）と設定する。体脂肪量、体脂肪率のどちらかの値がない場合には、
その部分にはスペースを設定する。 
  小数点以下の桁に“０”を設定するかスペースを設定するかで、測定精度を
示す。例えば体脂肪量の測定値が１５ｋｇで体脂肪率の測定値が２２％であっ
ても、測定精度により以下のように設定する。  
       小数点以下１桁の測定精度がある  →“０１５００２２０”  
       小数点以下測定精度がない□□□  →“０１５△０２２△”  

          ただし△はスペースを示す。  
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６）身長のとき         
    

 ヘッダ部  測定項目  身長  予約領域  
内容  

 
“Ｄ０ ” “０５０”  □□□．□  全て NULL コード  

バイト数  ２バイト  ３バイト  ４バイト  １１バイト  
 
 身長の測定値をキャラクタ表示で示す。例えば、測定値が１７５．５ｃｍで
あれば、上記の身長部分は“１７５５”（１７５．５）と設定する。  
  小数点以下の桁に“０”を設定するかスペースを設定するかで、測定精度を
示す。例えば測定値が１７０ｃｍであっても、測定精度により以下のように設
定する。  
       小数点以下１桁の測定精度がある  →“１７００”  
       小数点以下測定精度がない□□□  →“１７０△”  

          ただし△はスペースを示す。  
 
７）歩数のとき      
                             

 ヘッダ部  測定項目  歩数  予約領域  
内容  

 
“Ｄ０ ” “０６０”  □□□□□  全て NULL コード  

バイト数  ２バイト  ３バイト  ５バイト  １０バイト  
 
 歩数の測定値をキャラクタ表示で示す。例えば、測定値が１６３００歩であれ
ば、  
上記の歩数部分は“１６３００”と設定する。  
 

８）呼吸数のとき  
                                 

 ヘッダ部  測定項目  呼吸数  予約領域  
内容  

 
“Ｄ０ ” “０７０”  □□□  全て NULL コード  

バイト数  ２バイト  ３バイト  ３バイト  １２バイト  
 
 呼吸数／分の測定値をキャラクタ表示で示す。例えば、測定値が２０回／分
であれば、上記の呼吸数部分は“０２０”と設定する。  
 

９）動脈血中酸素飽和度のとき         
    

 ヘッダ部  測定項目  動脈血中酸
素飽和度  

予約領域  

内容  
 

“Ｄ０ ” “０８０”  □□□  全て NULL コード  

バイト数  ２バイト  ３バイト  ３バイト  １２バイト  
 

 動脈血中酸素飽和度の測定値をキャラクタ表示で示す。例えば、測定値が９０％
であれば、上記の動脈血中酸素飽和度部分は“０９０”と設定する。  
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１０）尿糖のとき 
 

 ヘッダ部 測定項目  尿糖  尿糖値 予約領域 
内容 
 

“Ｄ０ ” “２００”  □□  □□□ 全て NULL コード 

バイト数 ２バイト ３バイト  ２バイト  ３バイト １０バイト 
        
        尿糖には、以下の測定値に対応した数値をキャラクタ表示で設定する。  

－   →  －１  
±   →  ００  
＋   →  ＋１  
＋＋  → ＋２  
＋＋＋ → ＋３  
＋＋＋＋→ ＋４  

 尿糖値の測定値をキャラクタ表示で示す。例えば、測定値が９８ｍｇ／ 
ｄｌであれば、上記の尿糖値部分は“０９８”と設定する。 
  尿糖、尿糖値のどちらかの値がない場合には、その部分にスペースを設定する。 
 
１１）尿蛋白のとき 
 

 ヘッダ部  測定項目  尿蛋白  予約領域  
内容  

 
“Ｄ０ ” “２１０”  □□  全て NULL コード  

バイト数  ２バイト  ３バイト  ２バイト  １３バイト  
 
 尿蛋白には、以下の測定値に対応した数値をキャラクタ表示で設定する。  

－   →  －１  
±   →  ００  
＋   →  ＋１  
＋＋  → ＋２  
＋＋＋ → ＋３  
＋＋＋＋→ ＋４  

 
１２）尿潜血のとき 
 

 ヘッダ部  測定項目  尿潜血  予約領域  
内容  

 
“Ｄ０ ” “２２０”  □□  全て NULL コード  

バイト数  ２バイト  ３バイト  ２バイト  １３バイト  
 
 尿潜血には、以下の測定値に対応した数値をキャラクタ表示で設定する。  

－   →  －１  
±   →  ００  
＋   →  ＋１  
＋＋  → ＋２  
＋＋＋ → ＋３  
＋＋＋＋→ ＋４  
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１３）ウロビリノーゲンのとき 
 

 ヘッダ部  測定項目  ｳﾛﾋﾞﾘﾉｰｹﾞﾝ  予約領域  
内容  

 
“Ｄ０ ” “２３０”  □□  全て NULL コード  

バイト数  ２バイト  ３バイト  ２バイト  １３バイト  
 
 ウロビリノーゲンには、以下の測定値に対応した数値をキャラクタ表示で設
定する。  

±   →  ００  
＋   →  ＋１  
＋＋  → ＋２  
＋＋＋ → ＋３  
＋＋＋＋→ ＋４  
 

１４）ｐＨのとき 
 

 ヘッダ部  測定項目  ｐＨ  予約領域  
内容  

 
“Ｄ０ ” “２４０”  □□  全て NULL コード  

バイト数  ２バイト  ３バイト  ２バイト  １３バイト  
 
 ｐＨには、測定値（５～９）に対応した数値をキャラクタ表示で設定する。  

       
１５）ビリルビンのとき 
 

 ヘッダ部  測定項目  ビリルビン  予約領域  
内容  

 
“Ｄ０ ” “２５０”  □□  全て NULL コード  

バイト数  ２バイト  ３バイト  ２バイト  １３バイト  
 
 ビリルビンには、以下の測定値に対応した数値をキャラクタ表示で設定する。 

－   →  －１  
±   →  ００  
＋   →  ＋１  
＋＋  → ＋２  
＋＋＋ → ＋３  
 

      １６）ケトン体のとき 
 

 ヘッダ部  測定項目  ケトン体  予約領域  
内容  

 
“Ｄ０ ” “２６０”  □□  全て NULL コード  

バイト数  ２バイト  ３バイト  ２バイト  １３バイト  
 
 ケトン体には、以下の測定値に対応した数値をキャラクタ表示で設定する。  

－   →  －１  
±   →  ００  
＋   →  ＋１  
＋＋  → ＋２  
＋＋＋ → ＋３  
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      １７）亜硝酸塩のとき  

 
 ヘッダ部  測定項目  亜硝酸塩  予約領域  

内容  
 

“Ｄ０ ” ２７０  □□  全て NULL コード  

バイト数  ２バイト  ３バイト  ２バイト  １３バイト  
 
 亜硝酸塩には、以下の測定値に対応した数値をキャラクタ表示で設定する。  

－   →  －１  
＋   →  ＋１  
 

１８）血糖のとき 
 

 ヘッダ部  測定項目  血糖値  予約領域  
内容  

 
“Ｄ０ ” “３１０”  □□□  全て NULL コード  

バイト数  ２バイト  ３バイト  ３バイト  １２バイト  
 
血糖の測定値をキャラクタ表示で示す。例えば、測定値が１２３ｍｇ／ｄｌ

であれば、上記の血糖値部分は“１２３”と設定する。  
 

      １９）波形データ（脳波、心電図、心音）  

 

 ヘッダ部  測定項目  チャンネ
ル  

番号  

データ  

数  

波形データ  

内容  

 

“Ｄ０ ” □ □ □  □  □□□□  □ ・ ・ ・ □  

 

バイト数  ２バイト  ３バイト  １バイト  ４バイト  ４９０バイト  

 

チャンネル番号は、“１”～“９”のキャラクタ表示とする。  

データ数は、１レコード内で有効な波形データ数をキャラクタ表示で示す。例
えば、  ４９０個であれば“０４９０”と設定する。  

波形データは、サンプリング情報レコードで決めた表記方法にしたがって古
い順番  に設定する。  

 

波形データは、以下を推奨する。  

・１レコード５００バイト  

・１ブロックに１レコード  

レコード長を５００バイト以外の長さにする場合は、２０バイトの整数倍に
すること。レコード長が２０バイトの整数倍にならない場合は、不足分のビッ
トをすべて０に設定する。  
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    ２０）問診結果のとき  

 

ヘッダ部  測定項目  問診結果   

  データ１  データ２   データ１５  

内容  

 

“Ｄ０ ” “９００”  □  □  …  □  

バイト数  ２バイト  ３バイト  １バイト  １バイト   １バイト  

 

問診は、回答を複数の選択肢から選べるような形式とする。この回答は、選
択肢の番号をキャラクタ表示で示す。例えば、問診１の回答＝１、問診２の回
答＝３，問診３の回答＝３であるとき、送信データは“１３３…”となる。問
診が１５個ないときには、未使用領域をスペースと設定する。  
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6.2.4 文字情報  
 
１）コメント 
 
コメント送信時のフォーマットを示す。 
予約領域で１レコードが２０バイトになるように調整する。 
 

 ヘッダ部 コメント 予約領域 
内容 
 

“Ｃ１ ” □□・・・□ 全て 00h 

バイト数 ２バイト ＊バイト ＊バイト 
 
 

6.2.5 ブロック番号  
 

 ヘッダ部 ブロック番号 予約領域 
内容 
 

“Ｂ０ ” □□□ 全て 00h 

バイト数 ２バイト ３バイト １５バイト 
 
 ブロック番号は、ブロックの通し番号で“００１”～“９９９”のキャラクタ
表示とする。 
 ＥＮＱ送信後の最初のブロックを“００１”と設定する。 
 

6.2.6 通信バージョン情報  
 

 ヘッダ部 通信仕様バージョン情報 予約領域 
内容 
 

“Ｖ０ ” □□□ 全て 00h 

バイト数 ２バイト ３バイト １５バイト 
 
 標準化した通信仕様のバージョン番号を示す。本仕様のバージョンはＶＥＲ１．
０１とし、“１０１”を設定する。  
 

6.2.7 メーカ個別情報  
 

 ヘッダ部 メーカ個別情報 
内容 
 

“Ｚ０ ” □□・・・□ 

バイト数 ２バイト １８バイト 
 
 メーカ個別情報の詳細フォーマットはフリーフォーマットとし、各メーカが独
自で設定できるものとする。 
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第７章 まとめ  
 
7.1 標準化点及び標準化項目の検討  
本仕様書で規定する標準化項目は、今後の技術進歩を出来るだけ予測して決定したが、

更に、今後在宅ケア支援情報システムや遠隔医療システムのニーズがますます高まり、今
回までの作業を行なった接続点以外でも自由に機器を選択したいとい願望が強くなるこ
とが予想される。以下に、今後更に標準化が必要と思われる項目を列記する。  
 
（１）宅内機器の標準化作業  

・宅内機器と通信回線との接続点でのデータの標準化（データ通信点）  
・操作性を含めた使い勝手の標準化  

 
（２）ホスト・システムの標準化作業  

・ホスト・システムと宅内機器側通信回線との接続点での標準化（データ通信点） 
・ホスト・システムと他のシステムとの接続点での標準化  
・操作性及びシステムの使い勝手を含めたシステムの標準化  
 

7.2 下り電文に関する課題  
本仕様書では、下り電文として、宅内制御装置がバイタルセンサ・アダプタの保持して
いる情報（健康情報、問診情報、通信バージョン、等）を取り寄せるための「情報の要求・
問合せ」機能までを仕様化している。  
しかし、バイタルセンサ・アダプタには、血圧の測定開始（カフの圧力開始・測定）や
心電図の測定開始・停止、時間設定、個人ＩＤ設定、等の操作を、（宅内制御装置からの）
コマンドによって制御・設定できる機能を持つものが多い。  
平成１２年度以降は、これらの機能を「バイタルセサ・アダプタの制御・設定」機能と
して継続審議する。  

 
7.3 国際標準化の動き  
ＩＴの普及と共に、遠隔医療の領域でも国際標準を設けるべきとの声が上がって

きており、近い将来ＩＳＯ／ＴＣ２１５の場において標準化の検討がなされる見込
みである。  
国際標準化に対しては、カナダよりアルバータ州の事例を基に以下の範囲で選択

技術のガイドラインを提案してきおり、我国でもＪＡＨＩＳが中心になって国際標
準化に対応していかなければならない。  
（１）ガイドラインの範囲  
○ 遠隔教育、遠隔精神病診断、遠隔放射線画像診断、遠隔健康管理（在宅健康管理） 
○ ネットワーク、アプリケーション（企画、技術選択、設計、開発、運用）  

（２）選択技術  
○ 双方向マルチメディア・データ  
○ 複数機関間を異種情報通信網でリアルタイム接続  
○ 回線の種類  
○ 遠隔会議システムの種類  
○医療関連標準  
○ 情報関連標準  
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